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２学期を振り返って 
                                                    上風連小学校長  菊 地 祐 一 

 

長かった２学期も今日で終わりました。全校児童４８名、全員元気に冬休みを迎えることができます。２学 

期の大きな行事としては学芸会がありました。昨年から始めた学年ごとの発達段階に合わせた演目。そして、 

裏方として活動するための委員会活動の組織改革。これらが相まって、子供たちの自主的な動きに繋がってい 

きました。友達と力を合わせて観ている人を感動させたいという熱い思いが見事に花咲いた学芸会。高まる気 

持ちが、学芸会終了後の自分たちでやりきったという満足感の涙となって頬を伝ったのだと思います。その他 

にも、地域芸能発表会での踊りや太鼓、そして今年お世話になった青年会の若者達と低学年の「妖怪体操第一」

のコラボ。これから上風連を担うであろう若者たちと子供たちが楽しそうに踊る姿は地域の方々の目にはどう 

映ったのでしょうか。 

 

 そんな､いろいろなことがあった上風連小学校の２学期でしたが、ここで、学校での子供たちの「この春に 

比べての成長の姿」を学年ごとに一つずつ書いてみます。 

 

 

○１年生～学校という集団生活のリズムをつかみ、それぞれが個性を振りまきながらも６人が力を 

合わせて行動しています。 

○２年生～学習と生活のメリハリがしっかりとできており、集団のルールの 

定着と落ち着きが見えてきています。 

○３年生～初めての複式学級の中で、４年生と協力する大切さや３年生６人 

のチームワークも抜群です。 

○４年生～下の学年のことを思いやる優しさや３・４年生のクラスとして団 

結する協調性等、心の成長がとても大きかったです 

○５年生～高学年としての自覚と、６年生と共に学校を作っていくという協 

働意識の高さが目につきます。 

○６年生～学校のリーダーとしての自覚と誇りが感じられます。どんなことにも全力を尽くし、 

感動の運動会と学芸会は絶賛でした。 

 

このように、２学期には様々な場面での成長がみられました。特に今年は「相手の気持ちを考える」ことを 

重視してきましたが、子供たちは友達のことを意識した行動と協力する意味をよく考えてくれたようです。 

もちろん、時々ケンカもあるし、些細な揉め事もあります。でも、その都度自分たちで解決しようとする姿が 

見えてきました。苦労して自力で山の頂上に立った時、今まで見えなかったものがはっきりと見えてきます。 

自分の力で登ったからこそ、その目に映る景色は格別なものとなり、心に焼きつくのです。心の成長は、まさ 

に登山のように一歩ずつ一歩ずつ進んでいくのです。 

 

今年の漢字が発表されました。「税」です。４月の消費税率の８％への引き上げと１０％への引き上げが議 

論となったためでしょう。まさに今年を象徴する漢字です。国民の税金がどのように使われているのか、でき 

れば子供たちの未来のために、大いに活用して欲しいと願うばかりです。 

 ２学期中の教育活動に対するご協力に感謝申し上げ、保護者の皆様と子供たちの輝かしい新年をお祈りいた 

します。 

 


